
OKAYAMAUnLveTLq'ty
EarthScl'enceReports,
Vol･9,No 1,9-18,(2002)

西表島船浦湾におけるマングローブ干潟の堆積環境

一堆積物と生物遺骸の保存状況について-

SedimentaryenvironmentsofmangroveswampintheFunauraBay,
IriomoteIsland,OkinawaPrefecture,SouthwestJapan
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ThedistributionorconchshellcontainedinclaSticsedimentsinthemangroveswampsintheFunauraBay,

lriomoteIsland,OkinawaPrefecturewasstudied･Thesedimentsinthemangroveswamparemainlycomposedof
upto90%sands.ThesandclastsareinferredtobederivedkomthesandstoneofMioceneYaeyamaGroup.The
conchshellsarericherinthemuddyfractionthan thesandyfraction.ManyTerebraliapalustrisinhabitthe

mangroveswamp.HoweverfewdeadshellswerealsoobservedinthesedimentsIElrectofselectivetransportation
hemlitcrabsisconsideredtobethecauseofthisdistribution.
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Ⅰ.はじめに

日本各地に広く分布する第三系中新統には,産出

される化石内容などからマングローブ干潟の堆積物

と考えられる地層が多くある.岡山県にも東北部の津
山盆地を中心に分布する勝田層群,北西部の阿新地方

から中央部の吉備高原に掛けて分布する備北層群に

もこのような地層が知られている.これらの地層から

堆積当時の環境を推定するには,層相解析ならびに化
石研究が重要となってくるが,現世マングローブ帯に

おける堆積環境について深く知ることもまた重要で
ある.

現世マングローブ干潟の堆積物の研究としては,
ミクロネシアにおける後期完新世以降のマングロー

ブ林の成立過程を論 じたもの(藤本 ･宮城,1990)や,
西表島におけるマングローブ帯の堆積環境を論 じた

もの(瀬戸ほか,1997)などがある.また,田中 ･前田

(1999)は本調査地域と同じ船浦湾において､マングロ
ーブ干潟におけるキバウミニナの殻の分布について,
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ヤ ドカリによる殻の破損や移動も視野に入れ論 じて

いる.しかし,これは同時間面としての表層に存在す
る殻に限って検討されており,堆積物中に埋没した殻
については触れられていない.

そこで筆者は,亜熱帯の現世マングローブ帯とし

て沖縄県西表島船浦湾の河口域に広がるマングロー
ブ干潟をフィール ドに選び,干潟の表層堆積物の分布

と,特に表層堆積物中に埋没している殻がどの程度保
存されているのかを調べた.

Ⅱ.調査地域概要

調査を行った船浦湾は,沖縄県八重山郡竹富町 ･

西表島の北岸中央に位置する(図 1).船浦湾は幅約 2

km,奥行き約 1.5km(干潟を含めて約 2.5km)で北に向

かって開口している(図 2).南および南東にかけてマ
-レ川,ヒナイ川,西田川の三本の中規模河川,そし
て多数の小河川が干潟に注ぐ.干潟の中央にはほぼ東

西に船浦橋が掛かり,全ての河川が干潟で一本に収束
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図 1.船浦湾位置図

して橋の中央にある人工水路から湾内-と流れてい

る.湾内での潮位差はおよそ2mほどで,大潮の時に

は湾の大半が干出する.

気候は亜熱帯に区分され,年間平均気温が23,3℃,

月ごとでは 17.6℃(一月)から28.4℃(七月),年間平均

降水量は総雨量 2343… ,月ごとでは 152.9… (十二

月)から 248.1mm(九月),年間平均湿度は 82%,年間
平均風速は4.3mノSとなっている.

船浦湾周辺の地質は,低地部分では第四系更新統

琉球層群の石灰岩が分布する.マ-レ川,ヒナイ川お

よび西田川の中流から上流にかけては,第三系中新統

八重山層群の砂岩が広く分布 している.八重山層群は

西表島中央の山地を形成 してお り,各所に切 り立った

断崖が見られる.

Ⅲ.船浦湾におけるマングローブ干潟の環境

船浦湾は内陸部から海に向かって,亜熱帯林,徳

背地,マングローブ林,外干潟,リーフの順に,地理

的生態的環境が遷移 していく(図 2).このうち,マン
グローブ林および外干潟をマングローブ干潟と呼ぶ.

後背地は亜熱帯林とマングローブ林の間にあり,

満潮時でも冠水することはない.黒色の表土が堆積 し,

準マングローブ種および陸生植物が混在 してお り,亜

熱帯林とマングローブ林の緩衝帯の役割を果たす.田

中･前田(1999)は本調査地域内の後背地で トレンチ調
査を行い,地表から70cmの深さでマット状に広がる

マングローブ植物の根(種不明)から,1950±60YB.P.
の年代値を得ている.

マングローブ林は湾岸の潮間帯に広がり,干潟を

囲む海岸すべてを覆っている.湾の東～南岸に掛けて

はヤエヤマヒルギの純林であるが,南西部はオヒルギ

やニッパヤシなどの混在林となる.底質はほとんどの

部分が砂で引き締まっているため,干出時には陸地同

様,歩行が可能である.地表面にはキバウミニナ,-

ナタリなどの巻貝や,ヤ ドカリ,ノコギリガザミなど

の甲殻類,トビハゼなどの魚類などが大量に生息する.

外干潟はマングローブ林より海側の潮間帯に広が

り,淘汰の良い中粒～粗粒の砂が堆積 している.大潮

に近い干潮時には完全に干出する.植生はほとんどな

いが,所々にオヒルギの胎生種子が流れ着いて着生し

ているものも見られた.表面にはミナミコメッキガ二

などの甲殻類,ユムシなどが多く生息している.

Ⅳ.船浦湾におけるマングローブ林内および外

干潟の表層堆積物

船浦湾での踏査は 2001年 10月の中旬に行った.

大潮を挟む前後の期間で,干潮時には湾内の大部分が

干出し,全域において徒歩による踏査が可能だった.
湾内の潮間帯にある外干潟およびマングローブ林

内を踏査 し,表層堆積物の分布を調べた.図3に表層

堆積物の分布を示す.表層部における堆積物を,泥炭,

梶,砂,小磯,中～巨磯の五種類に分けた.

泥炭は,上流のマングローブ林や亜熱帯林から運

ばれてきた落ち葉や材片などが堆積 したもので,干潟

流路の脇に見られる.植物片は全て黒く腐食 しており,

- ド口臭を放っている.表面には薄く砂が堆積 してお

り,見た目は周辺の砂地と区別が付かない.通常,30

cm前後堆積 しているが,場所によっては50cmを超え
るところもある.

泥は,マングローブ林縁辺の流路脇に見られる.

炭質物を多く含む黒色の泥で,表面には-ナタリやキ

バウミニナなどの巻き貝が多く生息している.ほとん

どの場所で厚く堆積 してお り,歩行が非常に困難なた

め,詳細を立ち入って調べることはできなかった.

砂は,マングローブ林内を含めマングローブ干潟

の 8割以上の面積を占めて堆積 している.砂浜に見ら

れるような中～粗粒の砂で,淘汰は非常によい.内陸

部の山岳地帯に分布する八重山層群の砂岩を起源 と

する砂であると考えられる.表面には満潮時の波によ

ってもたらされた貝殻やサンゴ片などが散乱 してお

り,マングローブ林内を含めた全体にウェーブリップ

ルが見られる.ただし,ミナミコメッキガニや貝類な

どの生息 している場所では表面が激 しく擾乱されて

おり,リップルマークは残されていなかった.

小磯は,流路や波打ち際など,水流の影響を受け

やすい場所に見られる.岩石磯は少なく,主に貝殻や
サンゴ片で構成されている.

中～巨僕は,マ-レ川河口西側のマングローブ林

内と,船浦橋沿いに見られる.マ-レ川河口西側のも

のは直径 5-20cmを主とする円僕で,周囲に砂岩を貼

り付かせているものも見られるため,八重山層群の基

底硬岩の磯が再堆積 したものであると考えられる.船

浦橋沿いのものは直径 5-10cm程度を主とする円僕

と,中～巨僕サイズのサンゴで構成されている.この

円磯もマ-レ川河口西側のマングローブ林内と同様,

八重山層群の基底磯岩を起源 とする磯であると考え
られる.

次に,干潟の堆積物の粒度組成を調べるために,

干潟と林内水路を横断するようにそれぞれ Al～A13,
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Bl-3の計 16カ所でサンプリングし(図3),粒度分析
を行った.なお,Bは林内水路を横断方向にサンプリ
ングしたもので,Blはマングローブ林内砂地,B2は

林内小河川汀線付近,B3は河床である.
サンプリングは口径 3cm,深さ4.5cmのプラスチ

ックケースを用い,それを干潟表面に押し込むことに
よって堆積物を採取した.これらのサンプルを研究室

に持ち帰り,過酸化水素水によって炭質物を除去した

ものをよく乾燥させ,2… ,500〃m,250〃m,およ

び 63pm の各メッシュを通してふるい分けした.ふ
るい分けしたものは粒径 63〃m以下のものを泥,63

〃m～250JJm のものを細粒砂,250〃m～500〃m の

ものを中粒砂,500〃m～2m のものを粗粒砂,2m
以上のものを磯として,それぞれの重量%を算出し,

棒グラフにまとめた(図 4). ほとんどの場所で細粒
砂が 50%以上を占め,次いで中粒砂が 20-30%程度
存在する.Allのみ泥の占める割合が高くなっている

が,これは干潟内流路脇に堆積 した泥炭地である.

V,マングローブ林およびその周辺堆積物中に含

まれる巻き具の構成と殻の埋蔵状況

船浦湾のマングローブ干潟の地表面におけるキバ

ウミニナの殻の分布については,田中 ･前田(1999)に
よって殻の保存状況やヤ ドカリによる殻の運搬など

が論 じられている.これはマングローブ干潟の地表面

での殻の挙動については詳しく論じられているが,そ

れらの殻がどの程度,堆積物中に埋没し残されている

かについては触れられていない.そこで今回,マング

ローブ干潟の表層堆積物中に巻貝の殻がどの程度保

存されているのか,またどういった種類のものが埋没

しているのかを調べた.

調査はマングローブ林内およびその周辺部で,千

潟表面の広さ lmXlm,深さ0.3mの堆積物中に含ま

れる巻貝の殻の個数と種類を調べた.採取方法として

まず,干潟内の 1m四方の平面が取れる適当な場所を

選ぶ(図 5).次に地表面に生息している巻貝を除去し
て,lmXlmXO.3m分の堆積物をシャベルで掘り出し

(図 6),その中に含まれる巻貝の殻を全て採取する.

研究室に持ち帰ったそれらの数と種類を調べ,表にま

とめた(表 1).なお,螺層が二巻き以上残っているも

のを殻とし,それ以下のものは破片として扱った.

掘削地点は堆積環境がそれぞれ代表的であると考

えられる場所であることに留意し,全部で7カ所選定

した(図 3).PlとP6はマングローブ林内の砂地,p2

はマングローブ林からやや離れた干潟の砂地,P3,

p4,P5はマングローブ林の縁に堆積 した泥地,P7は

後背地近くに開けたマングローブ林内水路脇の淘汰

の悪い砂地である.

Pl(図5,湾東岸マングローブ林内砂地)

採取された殻の数は 7.すべて現地生の貝殻である.

殻頂や殻口が欠けたものはあったものの,大きく破損

したものはなく,ほぼ完全な形で埋まっていた.

ll

p2(図 7,湾東岸干潟砂地)

採取された殻の数は0.二枚貝の殻の破片やサンゴ片

はあったものの,巻貝の殻は埋まっていなかった.

p3(図8,湾東岸マングローブ林内小河川脇泥地)
採取された殻の数は 14.現地生のものから内湾生の

もの,またリーフ生のものまで広く得られた.ほとん

ど破損していないものから,半分に折れたものまで,

様々な破損が見られた.

P4(図9,湾奥マングローブ林脇泥地)
採取された殻の数は 136.現地生のものから内湾生の

もの,またリーフ生のものまで広く得られた.破撹の

程度も様々であるが,表面が溶けているものが多く,

螺層が完全に溶けてなくなっている破片も多く見ら

れた.

P5(図 10,湾奥マングローブ林脇泥地)

採取された殻の数は 75.P4と似た環境であるため,

採取された殻も同じような傾向を示した.

P6(図 11,湾奥マングローブ林内砂地)
採取された殻の数は0.表面には-ナタリなどが多く

生息していたが,堆積物中にはまったく含まれていな

かった.ヤエヤマヒルギの根が複雑に絡み合って広が

っていることから,長期に渡って堆積物が更新されて

いないと考えられる.

P7(図 12,湾奥マングローブ林内水路脇泥地)

採取された殻の数は28.すべて現地生の貝殻である.

破損の程度は様々であるが,表面から溶けているもの

が多く,螺層が完全に溶けてなくなっている破片も多

く見られた.シレナシジミ(Geloinacoαans)が多く生

息しており,また堆積物中に硫化水素が多く含まれて

いるらしく,掘削時に非常に強い硫黄臭がした.

採取された殻の総数は 260個で,泥地である P4

およびP5で多量に採取され,砂地からはほとんど採

取されなかった.特に P2および p6からは,まった

く採取されなかった.採取された殻の種類は-ナタリ

(Cerithideacingulata)が最 も多 く, コゲツノブェ

(cerithium coralium)やネ ジ ヒダカ ワニナ(Sermyla

riquefi)などのマングローブ干潟に生息する巻貝の殻

が多く得られた.採取された殻の特徴としては,泥地

では螺層が溶かされているものが多く見られ,中心部

の軸部しか残されていないものもあった.

今回の調査では,キバウミニナは干潟の地表面に

多数存在するものの,堆積物中からその死殻は少数し

か得られなかった.特に完全な形の死殻はまったく得

られず,破損したものばかりだった.これは田中･前

田(1999)が述べているように,キバウミニナの殻はす
べてヤ ドカリによって利用されているためで,完全な
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形のものは埋没することはなく,利用できない程度ま

で破損 したものが放棄されて埋没するためだと考え

られる.

Ⅵ.まとめ

西表島船浦湾の現世マングローブ干潟で堆積物の

分布を調べ,表層地質図を作成 した.その結果,マン

グローブ林内も含めたマングローブ干潟の 8割以上

の面積に砂が堆積 していることが分かった.また,千

潟を横断するように粒度分布を調べたところ,ほとん

どの場所で粒径 63Jlm～2mm の砂が堆積物の 80%以

上を占め,マングローブ林内でも同様の傾向を示して

いることが分かった.これは西表島に堆積 している中

新統八重山層群の砂岩を起源 とするものであると考

えられ,砂の供給量が多いために泥があまり溜まらず

に砂質の干潟を作っていると推測される.

また,マングローブ干潟の 7カ所で堆積物中に含

まれる巻貝の殻の個数と種類を定量的に調べた.その

結果,巻貝の殻は泥が堆積 している場所に多く含まれ,

砂が堆積 している場所にはあまり含まれていなかっ

た.貝の種類については,多くはマングローブ干潟に

生息する-ナタリやネジヒダカワニナ,コゲツノブェ

などであったが,リーフに生息するハギノツユやコオ

ニノツノガイも含まれていた.貝殻の保存状態は,砂

地では破損が少なく,ほぼ完全なものが多く得られた

が,泥地では様々に破損 したものや,溶解 したものが

多く見られた.また,キバウミニナの殻はその生息数

に反 してごく少量しか含まれていなかった.これはヤ

ドカリによって殻が二次的に利用されるためで,完全

な形のまま埋没することがごく希なためだと考えら

れる.
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西表曲船T-Fl湾におけるマングロ-ブ干潟の稚磯窮境

図2 船浦湾の地理的生態的環境区分
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瀬裕行 ･三枝改行 ･福田宏

図3 船浦湾に広がるマングEl-ブ干潟の表層堆積物分布図

AIA2A3A4 ASA6 A7 A8A9AIOAllA12A13 BIB2B3

図4 マングロ-ブ干潟における表層堆棟物の粒度組成
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酉穀抽船浦掛 こおけるマングローブ千才古の堆横環境

図5 Pl(湾東岸マンクロ-プ棟内砂地 )

図6 堆積物掘削後
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東裕行 ･三枝搬行 ･福EfI宏

図7 P2(湾東岸干潟砂地)
図8 P3

(湾東岸マングローブ杯内小河川脇泥地 )

図9 P4(湾奥マングローブ杯脇泥地 ) 図10 P5(湾奥マンクロ-プ林脇泥地)

図 11 P6(湾奥マングロ-プ棟内砂地 ) 囲 12 P7(汚臭マンクE]-プ棟内水路脇泥地)



表1 P1-P7で採取された巻貝の殻の数と種類

種名 学名 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 総数 生息数

アマオブネ科 NeritidaeRafinesque,1815 1 11 1ll 1 125 1 多

マルアマオブネ Nerita(Thelioso,la)squamulataLeGuillow,1841

ヒメイシダタミアマオブネNerita(Nerita)tristisPilsbry,1901 1 多

ヒメカノコガイ Clithon(Pictoneritina)oualaniensis(Lesson,1831) 1 1 多

二セヒロクチ力ノコガイ Neritina(Dostia)crepiduralia(Gmelin,1791) 29 31 少也lヨ

オ二ノツノガイ科 CerithiidaeFlemlng,1822

コオニノツノガイ CerithiumcolumnaSowerbyI,1834

コゲツノブ工 CerithiumcoraliumKiener,1841 11 22 多

カヤノミカニモリ Clypeomorusblfasciata(SowerbyI,1822) 24 1 3 多

ミツ力ドカニモリ Clypeomoruspellucida(Hambron&Jacquinot,1852) 11 12 少多

ウミニナ科 BatillariidaeThiele,1929

イボウミニナ Batillariazonalis(Bruguigre,1792)

リユウキユウウミニナ Batillariajlectoslj7honataOzawa,1996 33 16111 5 多多

不明(ウミニナ類) 33 512
キバウミニナ科 PotamididaeH.&A.Adams,1854

+/ir)==+ Terebraliapalustris(Linnaeus,1767)

ヘナタリ Cerilhidea(Cerithideopislla)cingulata(Gmelin,1791) 1051012 4571 15 174 多カウアイ Cerithidea(Cerithideopislla)djadjariensis(K.Martin,1899) 23 22124 多普也∈】少

トゲカワニナ科 ThiaridaeTrosche1,1857

ネジヒダカワニナ Sermylariqueti(Grateloup,1840)

タマガイ科 NaticidaeForbes,1838

ハギノツユ NotocochlisochrostigmataRehder,1980

オリイレヨフバイ科 NassariidaeⅠredale,1916

カニノテムシロガイ Nassarius(Plicarcularia)bellula(A.Adams,1852)
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